20180610ナント教会1部
諦められない信者（ローマ8:28-30）
神様の恵みによって救われました。クリスチャン、信者になりました。それにもかかわらず、自分の限界にぶつかるときがあります。そこでため息をして、また、自分自身にがっかりして気力を失ってしまう場合もあります。パウロでさえ、この死のからだから私を助け出すことはできるのだろうかと嘆くほど、自分の限界を味わっていました。そして、耐えがたい苦難、いろいろな試練に会い、そこでため息をしてしまうこともあるでしょう。ときには、あまりにも激しい信仰の邪魔、迫害などに会うことによって、間違っているのではないかと、信仰そのものから離れてあきらめようとなりがちなときもあります。クリスチャンだからこういうことがまったくないまま、いつも順調に進むわけではありません。しかし、そういうときについ私たちは、ため息をして落胆し、ときにはあきらめてしまうしかないかのように思いますが、信者の私たちはそこで違います。そういう時こそ、未信者のときにやっていた習慣通りにせずに、そういう時こそ、逆にそのようなことによって落胆する必要もないし、することもできない者にすでに変えられているということを思い出すチャンスにしないといけないと思います。ですから、自分の限界や耐えがたい苦難、試練に会ったときに、そういう時こそ信者の私たちは、神様はもうすでに私に栄光を与えられたということを覚えて、それを告白する機会にしなければなりません。
もう一度言います。試練の時に、自分の限界にぶつかったときに、自分の弱さによってため息をするしかないときにこそ、神様はすでに私に栄光を与えられたのだということを覚えて告白するようにしましょう。私たちは実は、以前、聖書が言っているとおりに、自分が思っている以上に、どうしようもできない絶望的な罪の中にいた者です。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。だから、神様に背いて、神様など全く知らずに、自分勝手に歩んでいたわけです。世の中ではそれが評価されるか、あるいは無視されるかは分かりませんが、神様とは全く関係なく、逆に敵対する方向にしか行くことができない罪の中にいて、滅びるしかない運命に捕らわれていた者でした。だから、皆さんにある様々な問題などを、余りデリケートにそれに捕らわれていてはいけません。真実が分かれば、それは当然な結果なのです。そして、解決不可能なものなのです。そのような私たちを、キリスト・イエスの贖いの救いによって、そこから私たちを救い出し、義と認められたと、ローマ3：24には記されています。ですから、ローマ3：28には、行いによってではなく、信仰によって義と認められたとあります。他に条件は何にもありません。このような絶望するしかない私たちをキリストの贖いによって、条件など問わずに、ただ一つ、そのイエス様を信じる信仰によって救われて、義と認められたわけです。そのようにイエス・キリストの贖いによって、信仰によって救われた途端に、何が起きたのかと言いますと、まずは、ローマ8：2にあるように、いままで知らないうちに捕らわれていた死と罪の原理というものがあります。右に転んでも、左に転んでも、頑張っても、あきらめても、どっちにしても滅びることしかない法則に捕らわれていたものなのです。その死と罪の原理から、つまり、地獄の運命から、永遠に解放されることになりました。いま試練に会い、自分の限界にぶつかり、ため息をするしかない状況があるかもしれませんが、それ以前に、キリスト・イエスに会って信じた途端に、すでに死と罪の原理から、滅びの運命からは解放されているわけです。
そして、それは単なる宣言ではなくて、ローマ8：9を見ると、神の霊があなたがたの内に宿ることによって、キリストの霊を持つものになったとあります。それは励ましの言葉ではありません。神様ご自身が私たちと永遠に離れることなく一緒になる方法は、聖霊を通して内側に入って来られること以外にはありません。どんなに手を取り合って歩いていてもはぐれます。だから、キリストの血によって、贖いの十字架によって、信じることだけでいいのです。他に一切条件はありません。解放されるだけではなくて、内側に神様ご自身が入って来られました。神様ご自身が皆さんの所有となりました。ローマ8：14もそういう話です。神の御霊に導かれる人は、誰でも神の子どもです。8：15を見ると、あなたがたは人を再び恐怖に陥れるような奴隷の霊を受けたのではなく、子としてくださる御霊を受けたのです。私たちは、御霊によって「アバ、父」と呼びます。イエス・キリストを信じた途端に、そのようなことが皆さんも知らないうちに、皆さんの内側で起きてしまいました。すでに起きてしまいました。解放されて御霊様が私たちの内側に入って来られることによってどうなったのか、それは今日、読んでいただきました聖書の箇所、８：29に書いてあります。「なぜなら、神は、あらかじめ知っておられる人々を、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたからです」。なぜそのようなことが起きるのか。イエス様を信じると救われると言われるのですが、救われたというのは、先ほども申し上げたことです。それはすでに起きてしまいました。信じるか、信じないかは、皆さん次第ですというような無責任な話で終るようなことではなくて、信じなければいけません。感じることはなくても、信じなければいけません。
そして、そのように救われたということは、皆さん自分自身が、イエス・キリストのかたちに造り変えられたということなのです。試練が目の前にあって、自分の弱さによって倒れることがあっても、それ以前に、すでに皆さんはイエス様のかたちに造り変えられたということです。そのイエス様のかたちはどういうことなのかと言いますと、２部の礼拝でも神殿を通して申し上げますが、ヨハネ1：14には、神様ご自身が肉となって私たちの間に住まわれたと言われています。イエス様が、神様ご自身でありながらも、人間の肉体に制限されて、人間としてこの世に来られたわけです。だから、イエス様を見ると、肉眼で人間に見えるわけです。間違いなく人間そのものなのです。でも、内側に神の霊が宿ることによって、そこら中にいる人間と違うわけです。神様ご自身なのです。キリストの働きができる、悪魔のしわざを打ち壊して罪を解決して、地獄の運命をなくすことができる方なのです。普通の人間だと見ていたのに、普通の人間と同じかたちなのに。それがかたちというものなのです。皆さんがイエス様を信じて救われた途端に、皆さんはまったくわかっていなかったでしょうけれども、イエス様のかたちに造り変えられました。というのは、昔の自分といま肉体的に同じように、また、そこら中の人と同じ人間のかたちを持っているのですが違うということです。皆さんを通して、キリストの栄光が現れて、キリストの働きが、つまり、悪魔のしわざが砕かれて地獄の運命がなくなり、罪人が許されることが、皆さんを通して行われるようになるわけです。イエス様に似た存在、イエス様のかたち。そのようにするために、イエス様が十字架にかけられて血を流されて皆さんを救われたわけです。それが救われてから第一次合宿訓練会、２段階の訓練会を受けてから徐々になるわけではなくて、イエス様を信じた途端に、外見が変わっていなくても、皆さんの限界や弱さがそのままであっても、それでよろしいかは別の話であって、それにもかかわらず、すでにそのように変えられているわけです。だから、パウロは、Ⅱコリント4：7において、私は土の器のようなものです。しかし、私の内側に宝のキリストを持っているのです。だから、何もないもののように思われていても、すべてを持っているものなのです。一番弱いもののように思われていても、一番強い存在だと言えるわけです。勘違いしないで、だまされないようにしましょう。
試練があるでしょう。中々、治らない病気があるでしょう。中々、成長しない弱い自分がいるかもしれません。それでまあいいやではありませんが、だからといって、それに捕らわれる理由はありません。その時にこそ、それと格闘するのではなくて、思い出してください。イエス・キリストを信じる、その時にすでに変えられました。いつ皆さんはイエス様を信じたでしょうか。いま悩んでいる、いま以前でしょう。イエス様を信じたその瞬間、正確に申し上げると、神様の計画の中では世界の基が置かれる前からなのでしょうが、その瞬間からもうすでに私はイエス様のかたちに造り変えられているのです。それは栄光をすでに与えられたということです。召された者、義と認められました。召してから３年ぐらい様子を見て、ではありません。日本では大体、３年ぐらい様子を見る習慣があるようです。韓国の人は短気です。だから、日本人と一緒に協力して何かをすることは、中々、難しいです。韓国人は、早く結果を出さないといけないので。でも、日本人は、その人間を３年ぐらいしっかり観察しないといけないわけです。それから何かを指示したり、やってもらったりします。だから、韓国の宣教師が日本の教会に入ってきて、ずっと協力している人は見たことがありません。そのおかげで開拓教会がいっぱいできました。でも、救いはそういうものではありません。召されて神様が３年ぐらい様子を見ながら義と認めようかではなくて、召された途端に義と認められています。そのあと、教会でもこの部分で勘違いが多いのですが、様子を見ながら、信仰生活をどうするかを見ながら、どんどん自分をきよめて偉い人間になっていくのを見ながら祝福しようと思うのです。とんでもありません。義と認められた瞬間、主ご自身が内側にいらっしゃるので、すべての栄光を与えられ、すでにイエスのかたちに造り変えられました。それを限界の前で思い出して告白することです。その栄光というものは、これから聖書の箇所とともに皆さんに申し上げます。いつも私が告白している箇所でもあるし、とても大切な箇所なので口ずさむようにしなければいけません。
どのように栄光が与えられるのか。イエス様のかたちとはどういうことなのか。あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。皆さんは、いま弱さのゆえに倒れているそのときでも、すでに神の神殿と呼ばれる者になってしまいました。不思議で、不思議でしょうがないでしょうが、父がイエス様の中に、イエス様が私たちの中に、彼らとひとつになって私たち三位一体の中におるようにしてくださいという不思議な存在なのです。それが神から与えられている栄光なのです。この地上にいるのにもかかわらず、イエス様と一つになっているので、キリストともに天のところに座らせてくださいました。これが与えられている栄光なのです。ということで刑務所の中にいても、貧乏であっても、病気であっても、頭が悪くても一切関係なく、天にある霊的すべての祝福をいただいている状態です。いつなのでしょうか。イエス様を信じた途端に、すでにそのようになってしまいました。そのように神様がさせてしまいました。その結果、それがなにを意味するかと言いますと、先ほども少し申し上げましたように、イエス様のかたちと同じ意味ですが、エペソ1：23に、すべてを満たす方に満ちておられる、キリストがかしらであって、そのからだなる教会になっているわけです。その意味が分かるでしょうか。なぜキリストがかしらで、私たちはからだなのでしょうか。頭と体が離れていることを見たことがありますか。それはもう死んだ状態です。いつも一緒で一つです。あたま、キリストにあるすべてはからだを通して表現されて現れるようになるものです。それがすでに与えられている栄光です。皆さんがいることによって、皆さんが行くことによって、そこの暗やみの地獄の力が、罪の勢力が砕かれるはずなのです。どうすればいいでしょうか。もうすでにそうなってしまったということを信じればいいのです。なっているから。それはすでに与えられた栄光なのです。

それでイエス様は、ヨハネ14：12、あなたがたは、わたしの行うことを行い、さらに大きなことを行うようになると言われるようになりました。そのような栄光が与えられています。マルコ16：17-18、これからイエス様を信じているあなたがたは、すでにわたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることがない、病人に手を置けば病人がいやされるようになっている。すでにそのような栄光を与えられました。だから、私たちにマタイ5：14にあるように、世の光という名前が付きました。Ⅰペテロ2：9、王である祭司という、キリストの他にはつかない称号が付くようになりました。いつでしょうか。すでに。この死のからだからどうすればいいかと悩んでいるそのときに、すでにこの栄光が与えられているということを忘れてはいけません。歯を食いしばってでも思い出さなければいけません。この弱さを、この失敗を、この試練をどうするかを考える以前に、それにもかかわらず、すでにキリストによって私は栄光に富んだ者なのです。神様から栄光が与えられている。そういう意味で、皆さんのレベルを全部破って、自分のことをぜひ放り出してください。悪魔はそれを邪魔するわけです。ため息をさせ、ダメだ、ダメだと思わせます。それはダメなことがあるから、試練があるからではありません。イエスがキリストだということを忘れるからなのです。すでにダメだという必要はない、心配などいらない神の栄光に富んだものになってしまったということを忘れるからです。それは悪魔の誘いです。自分を否定的に思わせるのは、残念ながらそういうことなのです。だから、歯を食いしばってでも戦わないといけません。違うよ。イエスはキリストなのだ。一日百回でも二百回でもいいです。イエスはキリストなのだ。イエスはキリストなのだ。だから、僕は幸いなのだ。僕は、神様がとても好きでしょうがない、神の目に入れても痛くないと思うほどかわいがっている存在なのだと自分に言える勇気と自信を持たないといけません。理由はひとつ、イエスはキリスト、悪魔よ、去れ。これを全部、一言でまとめますと、イエス様を信じた瞬間、皆さんがどのような状況、弱さがあろうが関係なく、すでに聖霊に満たされることによって、皆さんのいるところから地の果てにまでイエスの証人となることができるように、もうすでに栄光を与えられました。これがまとめることです。神の御声が聞こえてくるように。
例えば、いままでずっと繰り返していたので、またそうなるかもしれません。それでも構いません。方法は、何で何回も同じことを繰り返しているのかと悩むことではなくて、だからこそ、それにもかかわらず、７回倒れても、８回目で否定できないイエス・キリストの十字架によって、すでに私はこういうことと関係なく勝利のものなのだ。栄光を与えられたものなのだ。このことを思い出して告白しましょう。すでにということがどういう意味なのかというと、神様がすでになさったことに対しては、キャンセルが付きません。取り消しができません。不可能です。なぜかというと、神様がなさったことだからです。人間的な表現で申し訳ないですが、すでにやっちまったことに対しては、神様もそれ以上、どうにもなりません。それが神様です。すでに皆さんに栄光を与えられたので、何がどうであろうがこれはキャンセルできないから、弱さのゆえにため息をしていた、あるいは試練の前でさまよっていた皆さん、自分自身をもってこのように告白しないといけません。だから、神様は、このような私を絶対にあきらめることはない、ではなくて、できません。神様は、どんなに弱い人間でも、神様ご自身がすでにやっちまったので、もう私のことをあきらめることなどありえないし、できません。だから、自分でも自分のことをあきらめることはできなません。ヨハネ8章は全部そのような話です。どのような敵が現れても、この神から与えられている救いの祝福、この栄光、神の愛は、奪い取ることができません。それから、どんなに過ちを犯していたとしても、それをもってサタンが訴えることもできません。そして、罪を犯してしまった場合に、普通は、罪に定められ、さばいてしまうのでしょうけれども、罪に定めることもできません。なぜなら、神様はもうやっちまったのでできないのです。以前の皆さんの感覚や価値観、法則などによって考えると、また、こんがらがってしまいます。それは全部、ちりあくたです。相手にしないようにしましょう。どんな恐ろしい目に遭ったとしても奪われることができない、訴えられることもできない、罪に定められることもできません。
それで最後にこのような結論で締めくくりましょう。どんな被造物、天使も悪魔も悪霊もどんなことでも、昔の記憶でも、辛い傷であっても、キリスト・イエスにある神の愛から私を切り離すことはできません。絶対にできません。言葉を変えると、神様がすでにやっちまったので、絶対あきらめることはできないのです。たとえ皆さんが、放蕩息子のように「もういいよ」と教会から離れて、とんでもないことをやっちまったとしても、神様には勝てません。すでにやっちまったので、神はその皆さんをあきらめることはありません。ただ、その間はだいぶ苦労するでしょう。神様はお父さんとして心を痛めるだけです。そんなことはいらないのに、その必要はないのにと。もうすでにやっちまったのだよと。これはキャンセルできないのです。なんとうれしいでしょうか。飛行機やホテルなどはキャンセルできない場合は、ものすごく悔しいです。チャージを払わないといけないし、ときには全額払う場合もあります。泊まってもいないのに、乗ってもいないのに。でも、救いの祝福は、キャンセルできません。ほとんどの予約は自分でやりました。インターネットでやったので、キャンセルとかができるでしょうが、この救い、神からすでに与えられている栄光は、神様がやっちまったことなのでキャンセルはできません。取り消しは絶対にできないのです。だから論理的に考えたときでも、神様はあきらめることはしないしできません。
それどころか、私たちから表現すると、私は神にあきらめられないものです。神様の愛の前で早くひざまずくのが一番の早道であり、正解なのです。自分の思いに走ってこうだ、ああだと考えるよりは。あきらめられないどころか、それは裏返しますと、いままで試練が心配するしかない、ため息をするしかない、憎むしかない、ねたむしかない、不安になるしかないと思っていたそのすべてを働かせて益となるようになるのです。だから、その流れの中で28節に、神を愛する人々、つまり、もうすでに神の栄光をいただいている者、召されている人々のためには、神はすべてのことを働かせて益としてくださるとあります。ピリピ1：4-6にも、あなたがたのうちで良いことを始められた方が、キリストの日まで全うされるのだとあります。だから、あきらめられないどころか、あきらめないというのは裏返しますと、そのすべてが逆に益となる、私のためになるものなのです。私が伝道者としての人生をしっかり歩むために神様はそのすべてを用いて動かしていらっしゃいます。目線が肉の目線なのでああだ、こうだという評価があるだけです。ローマ5：3-4には、試練でさえ、苦難でさえ、忍耐を生み出し、忍耐は品格を生み出す。結局は、その試練が良いものになってしまうということです。神の御手にあるのであれば、悪いものは何もありません。

それでこのような表現を使うでしょう。契約の旅程。カバナント　ジャーニーという言葉を使うわけです。結論は、ハッピーエンディング、契約と決まっていて、ベースはすでに栄光を与えられているものなのです。その間は、それだけを見ると試練、限界、問題のように見えるのですが、それはジャーニーなのです。旅程です。この旅程という発音を地域礼拝に行って少し長くしてしまったときがありました。元々、分かっていました。「りょてい」と。でも、その時だけは不思議に、書いてあった振り仮名が長く見えました。あとで言われてみたら短かったのです。なぜだろうと自分でもおかしいなと思いながら、ずっと「りょうてい」と言っていました。すると、「先生、それはちょっと短いのですよ」と教えてくれました。「料亭」は安倍総理と誰かがこっそり何かをするところでしょう。そのような怪しいものではなくて、契約の旅程なのです。プロセスなのです。
皆さんにある弱さによって失敗をする場合もあります。試練や苦難に会うときもあるし、クリスチャンだということで無視されて、いじめられ迫害に会う場合もあります。今日から皆さん、そのときに、ついつい習慣通りに落胆したり、あるいは、あきらめようとしないようにしてください。むしろ、そういう時こそ、それにもかかわらず、あきらめられない自分だということを確認する機会にするようにしましょう。言葉を変えると、それにもかかわらず、神様は自分のことをいまもあきらめていらっしゃらないのです。むしろ、これを通して益としていらっしゃる神様なのだということを確認するための材料にしていただきたいと思います。あきらめられない自分、神様が私のことをあきらめない、逆に益としてくださる神様、これを全部合わせると、イエスはキリストという意味なのです。それを告白する時間、それを学習する時間にしていただきたいと願います。
そして、これからの皆さんの残りの人生に対して安心して生きてもらいたいと思いますが、その安心の根拠は、地震が起きない、問題が起きないことではありません。イエスがキリスト、つまり、神様は絶対、私をあきらめることはない、私のことをあきらめることができない神様に安心の根拠を置くようにしましょう。何があっても思いきり思う存分、すでに与えられている栄光を喜んで味わうようにしましょう。それを奪われないようにしましょう。何かあるたびに、ついそこにまた首が持っていかれたり、あっちに持っていかれたりではなくて、そういうときこそブレーキをかけて、違う。私はそれでもあきらめられないと告白しましょう。だから、試練があったり、大変なことや問題があったり、失敗するときも、皆さんの弱さによって失敗したでしょうけれども、でも、そのときでも神様は休まずにあきらめずにいま皆さんのために働いていらっしゃるときなのです。一秒たりとも神様は休みません。地球の歴史が終わるまであきらめません。すごいことがあれば神様のわざが現れたと言い、試練や問題がある時には、神様から離れているかのように思う。しかし、そのときに神様は働いていらっしゃるのです。すごいわざをなさった時と同じレベルで働いていらっしゃいます。その神様の上に安心の根拠をしっかり置いてもらいたいと思います。それで存分にすでに栄光を与えられた、その救いの栄光を自分のものとして喜んで味わうことによって、改めて自分が伝道者の人生を歩むものなのだということを確認して、決断する時間にしていただきたいと願います。
（祈り）
愛する天の父なる神様。主の御名をほめたたえ、また、その計り知れない神の恵みと栄光をほめたたえます。罪の中にいる私たちをキリストの贖いによって救いだし、その瞬間、主が再び来られるそのときまで永遠に変わらない栄光をすでに与えていらっしゃることを覚えて感謝いたします。どうか今までのやり方、考え方を捨てて、すでに与えられている変わることがない、あきらめられないその大きな栄光の祝福を存分に味わうことを第一にして、伝道者の人生をまっすぐに歩めるように、ひとりひとりを祝福してください。サタンがギブアップして逃げるように、どうかこのメッセージがひとりひとりに流れて成就するように心からお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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